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　鳴門教育大学大学院学校教育研究科准教授 麻生多聞氏は、早稲田大学学位規







　本論文は、従来通説の位置を占めてきた憲法 9 条の「 2 項全面放棄説」を擁護
することを目的としている。そのため、近年の有力説である長谷部恭男の「穏和
な平和主義」論を主な対象として、これに批判を加えつつ、通説の歴史的妥当性
を論証する第 1 、 2 章と、具体的な安全保障政策への提言を含む第 3 章がメイン

































問題をめぐる第 5 章も、それぞれ問題点を含みながらも、最近の憲法 9 条の思想
と規範性に基づく展開過程として論じていることに意義が認められる。要する

























































312　　早法 96 巻 1 号（2020）
5 章の記述が、辺野古新基地問題をめぐる推移を整理したものにとどまってお
り、独自の考察が見られない点も惜しまれる。
　第 6 に、長谷部「穏和な平和主義」論の核心は、自衛隊合憲説に立ちつつも、
集団的自衛権容認の閣議決定の違憲性を鋭く説くものであり、それこそが自衛隊
容認の長谷部説の最重要の主張であった。だが、本論文では、集団的自衛権容認
の閣議決定を批判する長谷部説の核心部分については等閑視している。現実の自
衛隊とその活動の違憲的拡大の動きを正当化する解釈論にこそ、より批判の矛先
を向けるべきではなかったか。いずれにしても、終章を設けて、本論文全体を総
括する視点の明確化がなされるべきあったと考える。
　以上、縷々述べてきたが、本論文の問題点、足らざる点は将来のさらなる検証
と論証に待つべきものであり、本論文は憲法 9 条の「原意」を再確認し、さらに
その規範性の積極的評価を現代にまで展開した論文として、憲法 9 条をめぐる
「原意」とその展開についてきわめて有意義な議論を提示したものである点に変
わりはない。とりわけ憲法学において、 9 条・平和主義の領域における学問的研
究が必ずしも多いとは言えないなかで、大著をもって問題提起を行ったことは高
く評価されよう。前述したさまざまな問題点は、憲法学全体の課題でもあって、
本論文全体の学術的価値をいささかも損なうものではない。
Ⅲ　結論
　以上の審査の結果、後記の審査員は、全員一致をもって、本論文の執筆者が博
士（法学）（早稲田大学）の学位を受けるに値するものと認める。
　　　2020年 1 月15日
　　審査員
　　　　主査　早稲田大学教授　博士（法学）（早稲田大学）
 水　島　朝　穂（憲法）
　　　　副査　早稲田大学教授　博士（法学）（早稲田大学）
 岡　田　正　則（行政法）
　　　　　　　早稲田大学准教授 金　澤　　　孝（憲法）
　　　　　　　早稲田大学名誉教授 戸　波　江　二（憲法）
